
ユーザーのホーム

ユーザー概要

Usersビューでは、作成済みのすべてのユーザーが一覧表示され、各ユーザーのステータスや入力レベルの詳細
を確認できます。
複数ユーザーを同時に選択し、まとめて編集することが可能です。各カラム（列）で並び替えやフィルタリングがで
きるため、多数のユーザーがいる場合でも効率的に検索できます。

Users ビューの項目

そのユーザーが持つチャンネルの中で、最も優先度の高いチャンネル状態(channel state)を表示します。

すべてのユーザーに割り当てられる固有の識別番号です。ユーザーリストのデフォルトの並び順として使
用されます。

Input Level 列には、そのユーザーの現在の入力レベルが表示されます。1人のユーザーが複数のデバイス
(Device)割り当てられている場合、
この列には 接続されているすべてのデバイスの中で最も高い入力レベル が表示されます。

Active Channels 列には、チャンネルのアクティビティが表示されます。

チャンネルが「アクティブ」として表示されるには、以下の条件を満たしている必要があります。

チャンネルトークが有効になっている

VOX 音声が送信されている

ネットワーク上に受信側（受信パートナー）が存在している



ナビゲーションバーには、ウィンドウタイトルが表示され、各種操作ボタンが配置されています。

選択したユーザー(user’s)の詳細ウィンドウを開きます。
チェックボックスを使用して複数ユーザーを選択した場合、同時に編集するこ
とが可能です。
※1人以上のユーザーが選択されている場合のみ有効です。

ユーザーウィザード(user wizard )を開始します。
1人のユーザー、または複数ユーザーを同時に作成できます。

現在選択しているユーザーを、すべての設定を含めて複製します。このボタン
は、ユーザーが1人のみ選択されている時のみ有効になります。

現在選択されているユーザーを削除します。このボタンは、1人以上のユー
ザーが選択されている時に有効になります。

ユーザー(user(s))の作成は、ナビゲーションバーの 　　　ボタンを押すことで行います。
これにより Add Users Wizard が起動し、いくつかの簡単なステップに従って1人または複数のユーザーを
作成できます。
各ステップの完了後に ボタンを押すことで、その時点でウィザードを完了できます。

ボタンを押すと、次の設定ステップへ進みます。

⌘　 　 または　^ を押すこCreate User Wizard は、アプリケーション内のどの画面からでも
とで起動できます。

作成するユーザーの名前を設定します。

最初に作成されるユーザーのIDを設定します。

作成するユーザー数を設定します。

ユーザーに色を割り当てます。
色分けは、デバイス上および Green-GO Control ソフトウェア上での視覚的なグループ分け
に使用できます。

作成するユーザーのユーザータイプ(user type)を設定します。



ステップが有効になります。複数ユーザーを追加する場合に、この
ここでは、各ユーザーに個別の名前を設定できます。

では、追加した各ユーザーごとに、選択された各デバイス用のプ最終ステップである
ロファイルが作成されます。

デバイスプロファイルは、特定のユーザーが特定のデバイスタイプにロードされた際に、デバイスの
外観や動作をどのように設定するかを定義するために使用されます。



通信設定、ルーティング、デバイス設定のすべては、この「ユーザー」の中で定義されます。ユーザーをデ
バイスに割り当てる（アサインする）ことで、ユーザー側のすべての設定がそのデバイスへと転送されま
す。デバイスが Green-GO コントロール・ソフトウェアに接続されている限り、ユーザー設定に加えられた
変更は、即座にデバイスの設定にも反映されます。また、1人のユーザーを複数のデバイスに割り当てるこ
とも可能です。

ユーザー・ビューには、デフォルトで 「Channels（チャンネル）」 と 「Settings（設定）」 の2つのタブが
あります。さらに、各デバイス・プロファイルごとに個別のタブが作成されます。タブ間の移動は、タブ名
をクリックして行います。ナビゲーションバーにある 「＋」 ボタンをクリックすると、このユーザーに新
しいデバイスプロファイル(device profile) を追加できます。

Channels タブは、現在選択されているユーザーが割り当てられている各デバイスのグラフィックが、ミニ
チュア表示されます。このデバイス・グラフィックをクリックすると、そのデバイスのメインビューに直接
移動できます。これは、同じユーザーを複数のデバイスで使用している場合に、どのデバイスから音声や信
号が送信されているかを特定するのに非常に便利です。



チャンネルは、Green-GO デバイス間の通信において中核となる要素です。

各ユーザーには 32個のチャンネル が用意されており、それぞれをパーティーライングループまたは単一
ユーザ ーに直接割り当てることができます。
各チャンネルには、用途に応じて細かく調整できる多くのプロパティ(properties) が用意されています。

グループまたはユーザーをチャンネルに割り当てる方法は、以下の2通りがあります。

ツリーからユーザーまたはグループをチャンネルへドラッグ＆ドロップします。
この方法では、ドロップした項目のみが割り当てられ、他のプロパティはデフォルト設定または既存の
設定のまま保持されます。

チャンネル行をダブルクリックすると、チャンネル編集ウィンドウが開きます。
ここからチャンネルの割り当ておよびすべてのチャンネルプロパティにアクセスできます。

Channelsタブには、32個すべての通常チャンネルが表示され、それぞれの状態（State）、割り当て
（Assign-ment）、およびレベル（Level）を確認できます。

画面下部の Columns ボタン を使用すると、追加のチャンネルプロパティを表示列として追加でき、
複数チャンネルの設定を一覧で素早く参照できます。

これらの追加列の設定はアプリケーション設定として保存されるため、コンフィグファイルを切り替え
ても保持されます。

各チャンネルには、現在のチャンネルアクティビティ状態を示すカラーインジケーターが表示され
ます。以下に、優先度の低いものから高いものの順で、各ステータスインジケーターが示されま
す。
カラースキームは、コンフィグ全体を設定する際に コンフィグビュー(config view) で変更できま
す。



説明

Free

No member

このチャンネルには何も割り当てられていません。

チャンネルは割り当て済みですが、ネットワーク上に受信パートナ 
ーが存在しません。

チャンネルは非アクティブで、出力はミュートされています。

チャンネルは非アクティブで、出力は有効です。

チャンネルは着信トークを受信していますが、音声は受信して
いません。

チャンネルは着信トークを受信しており、音声も受信しています。

チャンネルは着信トークを受信していますが、出力はミュートさ
れています。

モーメンタリーまたはラッチ動作でトークが有効になっており、
音声送信が可能です。

自動機能(Functions)によりトークが有効になっています。

Cue Attention を受信しています。

Cue Wait を受信しています。

Cue GO を受信しています。

Cue Hold を受信しています。

Callを受信しています。

Alert Callを受信しています。



説明

GPIO 制御信号を受信していることを示します。

チャンネルのステータスインジケーターの横には、そのチャンネルの主割り当て（Primary Assignment）が表示さ
れます。アイコンにより、チャンネルがユーザーに割り当てられているのか、グループに割り当てられているのかが
示されます。ユーザーまたはグループにカラーが設定されている場合、その色も表示されます。リスニングオーバ
ーライド(Listen override) が設定されている場合は、Listen 列に表示されます。

チャンネル順の変更

チャンネルは、あるチャンネルを別のチャンネルへドラッグ＆ドロップすることで、簡単に並び替えるこ
とができます。
この操作により、2つのチャンネルの割り当ておよびすべての設定内容が入れ替わります。

マイクアイコンは、チャンネルの現在の Talk 状態 を示します。
このアイコンをクリックすると、実際のデバイス側のトーク状態が切り替わり、リモートでチャンネルを有効化
できます。

マイクアイコンの横には、現在のトークモード(talk mode)が表示されます。

このチャンネルのトークが有効です。音声が入力されると接続　トーク・アクティブ
されている相手に送信されます。

このチャンネルのトークは無効です。このチャンネルからトーク・非アクティブ
音声が送信されることはありません。

スピーカーアイコンは、そのチャンネルの現在のリスン（受話）状態を示します。このアイコンをク
リックすると、実際のデバイスのリスン状態を切り替えることができます。これにより、リモートで
特定のチャンネルをミュートしたり、ミュートを解除したりすることが可能です。スピーカーアイコ
ンの横には、現在のチャンネルの音量レベル(level)が表示されます。

Listen 有効 このチャンネルに音声がある場合、デバイスの出力から再生されます。

Listen ミュート このチャンネルの音声はデバイス出力から再生されません。



Settings タブには、そのユーザー固有の設定を含む複数のCards(カード)が表示されます。
ここで設定した内容は、該当ユーザーがロードされているすべてのデバイスタイプに共通して適用され
ます。

VUメーターはチャンネルの音声レベルをリアルタイムで表示します。

User カードには、そのユーザーを定義するすべてのユーザープロパティ(user properties)が含まれています。



ユーザー設定(User Settings) カードには、そのユーザーがどのように通信を行うかを定義するすべての設定
が含まれています。
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特殊チャンネル(Special Channels特殊チャンネル(Special Channels )カードには、特別なチャンネルに関するプロパティが含まれています。 )カードには、特別なチャンネルに関するプロパティが含まれています。



セキュリティカードは、デバイス上のメニュー項目をブロックするために使用されるセキュリティプ
ロパティ(Security properties)を保持します。

各ユーザーは、1つ以上の Device Profile を持つことができます。
Device Profile は Create User Wizard 実行時に作成できます。

また、ナビゲーションバーの ＋ボタン をクリックすることで手動で追加することも可能です。
表示されるウィンドウで、該当するデバイスアイコンをクリックすると Device Profile を作成できま
す。



選択中の Device Profile は、   ボタンを押すことで削除できます。

Device Profile には、その特定のデバイスにのみ適用される設定カードがすべて含まれます。

Device Profile は、以下のデバイス向けに作成できます。

利用可能なカード



各カードには、対象デバイス固有のプロパティが含まれています。
例えば BPX と MCX では Audio profile の内容が異なります。
MCX はより多くの入出力オプションを持つため、設定可能な項目も多くなります。

ユーザーはツリーからドラッグして、以下の場所へドロップできます。

Device Profile または Device のデバイスグラフィック内のスクリーン部分。そのスクリーン部分に関連
付けられたチャンネルへユーザーを割り当てます。そのスクリーン部分の機能がチャンネルでない場合
は、最初の空きチャンネルを自動的に見つけて機能を設定します。

Groups ビュー内の Group。 グループを最初の空きチャンネルに割り当てることで、ユーザーをグルー
プメンバーにします。

Group のメンバーリスト。 グループを最初の空きチャンネルに割り当てることで、ユーザーをメンバー
にします。

Rooms ビュー内の Room。 Room をユーザーに割り当てることで、その Room のメンバーにします。

Room のメンバーリスト。 Room をユーザーに割り当てることで、その Room のメンバーにします。

Devices ビュー内のデバイス。ユーザーをデバイスに割り当て、ユーザーで定義されたすべてのプ
ロパティをデバイスへロードします。

デバイス上部の User バー。ユーザーをデバイスに割り当て、ユーザー定義のプロパティをロードし
ます。

User Assignment カード内の Name フィールド。ユーザーをデバイスに割り当て、ユーザー定義
のプロパティをロードします。

Flexlist上。ユーザーをその Flexlist に追加します。

ユーザーのチャンネルリスト内のチャンネル。元のユーザーを対象チャンネルへ割り当てます。
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